
今
年
の
春
節
は
２
月
１
日
、
二

千
年
近
い
歴
史
が
あ
り
中
国
で
は
、

め
で
た
い
字
句
を
書
い
た
紅
い
紙

を
家
の
両
側
に
垂
ら
し
て
、
上
部

に
も
縁
起
の
良
い
書
が
貼
ら
れ
ま

す
。
年
越
し
に
は
め
で

た
い
名
前
の
豪
勢
な
正

月
料
理
を
食
べ
る
こ
と

で
開
運
を
願
い
ま
す
。

午
前
０
時
に
な
る
と

北
部
の
文
化
は
ギ
ョ
ー

ザ
を
、
南
部
の
文
化
は

お
餅
や
ち
ま
き
を
食
べ

る
風
習
が
あ
り
、
お
年

玉
袋
も
「
紅
包
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、

中
国
で
は
白
色
は
葬
式
に
用
い
ら

れ
、
白
い
封
筒
は
厳
禁
で
す
。

春
節
は
正
月
初
一
を
示
す
言
葉

で
あ
り
、
古
代
に
お
い
て
は

元
旦

と
称
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
「

元
」

と
は
始
ま
る
の
意
味
で
あ
り
、
「

旦
」
と
は
「
日
の
出
」
を
示
す
象

形
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
元
旦
は
最

初
に
日
が
昇
る
一
日
、
す
な
わ
ち

正
月
を
示
す
言
葉
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
春
節
は
年
、

月
、
日
の
始
ま
り
で

あ
る
こ
と
か
ら
「
三

元
」
と
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
最
初
の
朝
で
あ

る
こ
と
か
ら
「
三
朝
」

と
も
称
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

中
国
で
は
春
節
に
続

い
て
冬
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ウ
イ
グ
ル
族
へ
の
人
権
侵
害
で
外
交

ボ
イ
コ
ッ
ト
が
続
く
中
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
大
阪
春
節
祭
は
例
年
天
芝

で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
４
月
に
延
期
と
な
り
ま
し
た
。
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大
阪
春
節
祭
も
コ
ロ
ナ
禍
で
４
月
に
延
期

山
口
県
在
住
の
河
本
さ
ん
か
ら
、

城
北
支
部
の
西
脇
さ
ん
へ
の
年
賀

状
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
す
。

「
安
倍
元
首
相
は
『
台
湾
有
事
は

日
本
有
事
、
日
米
同
盟
有
事
』
と

発
信
、
岸
田
首
相
は
『
敵
基
地
攻

撃
能
力
保
有
の
検
討
』
を
言
い
出

し
た
。

米
国
と
共
に
、
好
戦
的
習
近
平

政
権
と
事
を
構
え
る
つ
も
り
か
、

周
防
大
島
上
空
を
米
軍
戦
闘
機
が

編
隊
飛
行
を
す
る
回
数
が
昨
年
10

月
以
降
格
段
に
増
え
て
い
る
。

一
方
、
朝
日
新
聞
が
『
ブ
リ
ジ

ス
ト
ン
は
防
振
ゴ
ム
事
業
を
中
国

企
業
に
売
却
』
と
報
道
。
日
中
の

経
済
的
結
び
つ
き
は
深
ま
る
ば
か

り
。
『
中
国
人
と
中
国
政
府
は
違

う
』
と
の
考
え
で
、
好
戦
的
中
国

政
府
の
行
動
は
批
判
し
、
中
国
人

庶
民
と
の
友
好
運
動
は
も
っ
と
日

本
国
中
に
広
げ
る
べ
き
で
す
。

私
は
10
年
前
か
ら
、
日
中
友
好

新
聞
を
読
ん
で
、
一
般
メ
デ
イ
ア

は
伝
え
な
い
中
国
政
府
の
動
き
、

中
国
庶
民
事
情
、
中
国
の
歴
史
等
々

を
勉
強
し
て
い
ま
す
。
是
非
、
購

読
を
お
勧
め
し
ま
す
。
」

と
新
年
の
挨
拶
で
日
中
友
好
新

聞
の
紹
介
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
口
か
ら
年
賀
状
で
日
中
友
好
新
聞
を
紹
介

堺
支
部
は
今
年
次
の
三
点
を
重
点

に
活
動
を
行
い
ま
す
。

（
一
）

特
集
「
日
中
国
交
正
常

化
50
周
年
」
企
画
で
「
わ
た
し
と
中

国
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
堺
支
部
ニ
ュ
ー

ス
を
つ
く
り
ま
す
。

そ
し
て
、
堺
市
国
際
課
に
は
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
に
掲
載
等
を
提

案
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

隣
の
中
国
を
身
近
な
と
こ

ろ
か
ら
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
大
切
で
す
。
小
学
生
の
こ

ろ
「
杜
子
春
」
を
読
ん
で
感

じ
た
こ
と
な
ど
仕
事
・
旅
行
・

友
人
・
学
校
そ
の
他
を
原
稿

用
紙
２
枚
（
８
０
０
字
）
程
度
で
原

稿
を
募
集
し
ま
す
。
期
日
は
２
月
よ

り
順
次
集
ま
っ
た
も
の
か
ら
掲
載
し

ま
す
。

(

二)

中
国

Ｗ
ｅ

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ

（
ウ
ィ
ー
チ
ャ
ッ
ト
）
を
導
入
し
ま

す
。
中
国
版
ラ
イ
ン
で
す
。
既
に
富

田
林
支
部
は
導
入
し
、
中
国
人
の
若

い
世
代
と
の
交
流
で
、
李
さ
ん
の
ミ

ニ
中
国
語
講
座
が
好
評
で
す
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
時
代
に
対
応
し
、
中
国
の
情

報
や
動
画
、
テ
レ
ビ
通
話
、
会
議
な

ど
に
利
用
で
き
ま
す
。

（
三
）

王
希
奇
「
一
九
四
六
」
神

戸
展
（
８
月
31
日
～
９
月
４
日
）
に

参
加
協
力
し
ま
す
。

高
知
展
は
２
８
５
０
名
を
超
え
大

成
功
し
ま
し
た
。
堺
支
部
は

連
帯
の
手
紙
を
送
り
ま
し
た
。

葫
蘆
島
は
、
満
蒙
開
拓
団
の

学
習
な
ど
で
た
び
た
び
聞
く

地
名
で
す
。
こ
の
地
で
、
王

希
奇
さ
ん
が
日
本
の
引
揚
者

の
様
子
を
人
間
的
な
視
点
で

描
い
た
絵
は
、
日
中
戦
争

（
日
本
の
中
国
侵
略
戦
争
）
に
つ
い

て
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
こ
の

絵
は
、
今
後
の
日
中
友
好
の
大
き
な

力
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

大
阪
に
は
約
６
７
０
０
０
人
、
堺

約
４
６
０
０
人
、
富
田
林
約
３
０
０

人
の
中
国
の
人
々
や
中
国
人
留
学
生

が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
日

中
友
好
の
輪
を
広
め
発
展
さ
せ
ま
し
ょ

う
。
（
上
村
康
夫
）

日
中
友
好
の
輪
を
広
め
発
展
さ
せ
よ
う

大
阪
府
連
に
は
一
時
期
30
数
支
部

が
あ
り
、
そ
の
中
で
維
持
・
継
続
・

発
展
さ
せ
て
き
た
大
阪
西
支
部
は
昨

年
60
年
を
迎
え
ま
し
た
。

60
年
誌
の
作
成
を
と
考
え
、
春
頃

か
ら
多
年
会
員
の
方
に
原

稿
を
依
頼
し
、
西
支
部
ニ
ュ
ー

ス
に
２
０
２
１
年
３
月
号

か
ら
掲
載
し
て
き
ま
し
た
。

幸
い
に
も
結
成
当
時
メ

ン
バ
ー
も
健
在
で
、
手
紙

や
電
話
で
お
願
い
を
し
、

聞
き
取
り
原
稿
に
し
公
表

し
ま
し
た
。
40
年
誌
が
発

行
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
後

私
の
関
わ
っ
た
10
数
年
の

歩
み
を
編
集
し
ま
し
た
。

投
稿
の
多
く
は
太
極
拳

に
足
を
踏
み
い
れ
、
気
ず
け
ば
30
年

経
ち
指
導
者
に
な
っ
て
い
た
、
そ
の

事
が
西
支
部
を
維
持
継
続
発
展
さ
せ

た
少
な
く
な
い
要
因
で
あ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

自
宅
に
ま
で
お
伺
い
し
て
書
い
て

い
た
だ
い
た
60
年
誌
の
原
稿
も
あ
り
、

１
０
０
年
に
一
度
と
言
わ
れ
て
い
る
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
中
、
諸
先
輩
が
苦

労
し
て
培
っ
た
60
年
記
念
誌
が
出
来

た
こ
と
に
満
足
し
て
い

ま
す
。

60
年
誌
の
「
は
じ
め

に
」
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。

「
大
阪
西
支
部
は
１
９

６
１
年
に
結
成
さ
れ
、

当
時
西
区
を
中
心
に
班

単
位
で
活
動
さ
れ
、
最

大
時
14
班
１
３
１
名
が

組
織
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

２
０
０
２
年
９
月
、

西
支
部
の
歩
み
第
１
版

と
し
て
40
年
誌
を
出
版
、
50
年
目
に

あ
た
り
、
記
念
旅
行
を
企
画
し
、
西

支
部
と
し
て
初
め
て
中
国
東
北
部
各

地
を
友
好
訪
問
い
た
し
ま
し
た
。
」

（

平
松
悦
雄
）

「
帰
国
者
２
世
支
援
運
動
」
の

推
進
の
た
め
「
府
連
帰
国
者
支
援

委
員
会
」
を
設
置
し
取
り
組
み
を

強
め
て
い
ま
す
。
１
月
20
日
現
在

ま
で
の
署
名
数
は
２
９
０
４
筆
。

署
名
推
進
の
活
動
で
は
「
友
人

知
人
に
資
料
と
返
信
封
筒
を
入
れ

て
訴
え
て
い
る
。
年
金
者
組
合
や

全
労
連
に
も
依
頼
し
て
い
る
」

（
布
川
さ
ん
）
「
布
川
さ
ん
に
学

び
資
料
と
返
信
封
筒
を
入
れ
て
生

健
会
、
新
婦
人
な
ど
に
お
願
い
」

（
西
脇
さ
ん
）
「
西
区
の
団
体
要

請
も
視
野
に
入
れ
大
き
な
構
え
で

取
り
組
ん
で
い
る
」
（
平
松
さ
ん
）
、

「
帰
国
者
の
会
員
が
奮
闘
し
て
い

る
」
（
浜
さ
ん
）
「
年
末
の
総
会

で
取
り
組
み
を
決
め
、
新
年
の
例

会
で
団
体
要
請
・
学
習
会
を
決
め

た
」
（
石
井
さ
ん
）
な
ど
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

（
帰
国
者
ニ
ュ
ー
ス
13
号
よ
り
）

府
連
帰
国
者
支
援
委
員
会
で
署
名
を
推
進

西
支
部

60
年
を
迎
え
て
記
念
誌
で
き
る

日
中
友
好
協
会
大
阪
府
連
の
年
末

募
金
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
１
月
31
日
現
在
４
支
部

と
55
名
の
方
か
ら
16
万
円
を
超
え
る

募
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

西
支
部
、
中
河
内
支
部
、

吹
田
支
部
、
城
北
支
部
、

（
個
人
）

吉
本
喜
代
子
、
藤
後
博
已
、
志
儀

省
二
郎
、
平
松
悦
雄
、
梅
本
啓
子
、

下
定
雅
弘
、
添
田
為
三
郎
、
榊
正
明
、

堀
江
幸
雄
、
荒
岡
啓
子
、
大
垣
富
子
、

有
川
功
、
原
文
夫
、
吉
田
光
子
、
難

波
千
里
、
薮
田
茂
、
岩
田
孝
治
、
原

口
範
子
、
渡
辺
武
、
山
本
力
、
久
村

元
、
竹
馬
悠
紀
子
、
内
野
伊
久
子
、

高
田
佳
誉
子
、
押
川
直
孝
、
江
本
幸

雄
、
中
沢
重
雅
、
山
本
恒
人
、
大
西

武
、
中
原
恵
子
、
玉
井
質
、
高
橋
由

紀
江
、
船
富
忠
彦
、
西
村
成
雄
、
金

治
貞
男
、
薬
谷
礼
子
、
姫
野
浄
、
山

崎
義
郷
、
片
岡
幸
子
、
西
村
勲
、
土

井
一
正
、
河
本
正
道
、
畑
沢
進
、
小

沢
力
、
寅
本
正
和
、
高
瀬
敏
幸
、
千

葉
征
慶
、
西
村
幸
次
郎
、
金
崎
佳
子
、

久
保
田
万
里
子
、
森
雅
克
、
神
谷
隆

文
、
前
田
修
三
郎
、
西
脇
義
彦
、
松

尾
豊
、
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

第
11
回
中
国
百
科
検
定

２
０
２
２
年
７
月
16
日
（
土
）

第
12
回
中
国
百
科
検
定

２
０
２
２
年
12
月
３
日
（
土
）

中
国
百
科
検
定
公
式
HP

h
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:
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i
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年
末
募
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



私
た
ち
は
次
の
事
実
を
知
っ
て
い

る
。
中
国
が
１
８
２
０
年
に
は
世
界

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
シ
ェ
ア
３
２
・
９
％
に
達

す
る
ト
ッ
プ
経
済
大
国
だ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
英
国
が
し
か
け
た
ア

ヘ
ン
戦
争
で
の
敗
北
に
よ
る
香
港
植

民
地
化
、
日
本
に
よ
る
満
州
支
配
お

よ
び
全
土
侵
略
を
迫
る
日
中
戦
争
が

も
た
ら
し
た
国
土
荒
廃
に
よ
っ
て
、

世
界
Ｇ
Ｄ
Ｐ
シ
ェ
ア
が
わ
ず
か
５
％

（
新
中
国
建
国
直
後
の
１
９
５
０
年
）

ま
で
落
ち
込
み
、
米
国
の
２
７
・
３

％
に
取
っ
て
替
わ
ら
れ
た
の
で
あ
る

（
以
上
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
シ
ェ
ア
推
計
値
は

Ａ
・
マ
デ
ィ
ソ
ン
）
。

そ
の
意
味
で
は
、
「
第
三

の
歴
史
決
議
」
が
繰
り
返
す

「
中
華
民
族
の
偉
大
な
る
復

興
」
と
い
う
習
近
平
総
書
記

登
場
以
来
の
展
開
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
そ
れ
な
り
の
リ
ア
リ
テ
ィ

を
持
つ
の
で
あ
る
。

中
国
共
産
党
の
「
第
三
の

歴
史
決
議
」
を
特
徴
づ
け
る

の
は
「
習
近
平
時
代
」
と
し

て
の
記
述
「
四
．
中
国
の
特
色
あ
る

社
会
主
義
の
新
時
代
を
切
り
開
く
」

で
あ
る
。
決
議
全
文
の
約
７
割
を
占

め
る
。

そ
こ
で
は
、
中
国
共
産
党
の
結
党

以
来
の
百
年
（
１
９
２
１
年
か
ら
百

年
）
に
わ
た
る
奮
闘
が
中
国
自
体
と

世
界
に
巨
大
な
歴
史
的
変
化
を
も
た

ら
し
た
、
と
概
括
さ
れ
る
。
《
中
国

は
四
分
五
裂
の
状
態
か
ら
統
一
と
民

族
の
団
結
へ
、
貧
し
く
遅
れ
た
状
態

か
ら
小
康
・
繁
栄
・
富
強
へ
、
先
進

諸
国
が
数
百
年
か
け
て
歩
ん
だ
工
業

化
の
道
の
り
を
わ
ず
か
数
十
年
で
駆

け
抜
け
て
、
経
済
の
急
速
な
発
展
と

社
会
の
長
期
的
な
安
定
と
い
う
二
つ

の
奇
跡
が
起
っ
た
》
。

そ
の
百
年
は
中
国
内
部
だ
け
で
は

な
く
、
虐
げ
ら
れ
た
諸
国
民
を
励
ま

し
、
《
世
界
の
発
展
の
趨
勢
と
そ
の

枠
組
み
を
大
き
く
変
え
た
》
。

未
来
指
向
の
二
つ
目
の
百
年
（
中

華
人
民
共
和
国
建
国
～
２
０
５
０
年
）

は
二
段
階
（
２
０
３
５
年
と
２
０
５

０
年
）
目
標
の
全
体
像
が
、
《
わ
が

国
は
物
質
文
明
・
政
治

文
明
・
精
神
文
明
・
社

会
文
明
・
生
態
文
明
が

全
面
的
に
向
上
し
、
総

合
国
力
も
国
際
的
影
響

力
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に

達
し
、
全
人
民
の
共
同

富
裕
が
基
本
的
に
実
現

し
、
人
民
が
よ
り
幸
せ

で
安
心
な
生
活
を
送
っ

て
い
る
》
と
い
う
未
来
図
と
し
て
描

か
れ
て
い
る
。

一
つ
目
の
百
年
の
切
り
で
、
世
界

第
二
の
経
済
大
国
中
国
の
世
界
Ｇ
Ｄ

Ｐ
シ
ェ
ア
は
１
７
％
ま
で
回
復
（
２

０
２
０
年
実
績
）
、
二
つ
目
の
百
年

に
か
け
て
は
２
３
・
８
％
（
Ａ
・.

マ

デ
ィ
ソ
ン
予
測
値
）
に
達
す
る
の
で

あ
る
か
ら
、
経
済
的
裏
付
だ
け
は
充

分
だ
と
い
え
よ
う
。
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12
月
11
日
大
阪
市
内
で
１
５
９
名

が
参
加
し
て
、
南
京
の
記
憶
を
つ
な

ぐ
集
会
が
あ
り
ま
し
た
。

講
演
は
松
岡
環
さ
ん
が

「
揚
子
江
で
処
理
し
た

10
万
人
の
死
体
―
太
田

寿
男
口
述
書
か
ら
」
を

テ
ー
マ
に
、
南
京
港
で

の
死
体
処
理
や
捕
虜
虐

待
の
検
証
内
容
を
詳
細

に
語
り
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
が
主
導
し

た
東
京
裁
判
・
極
東
国

際
軍
事
裁
判
は
、
連
合
軍
の
捕
虜
を

虐
待
し
死
に
至
ら
し
め
た
犯
罪
へ
の

追
及
で
あ
り
、
天
皇
の
戦
争
責
任
や

植
民
地
政
策
の
責
任
「
慰
安
婦
」

問
題
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
な

か
っ
た
と
指
摘
。
太
田
寿
男
少

佐
の
口
述
書
か
ら
審
理
さ
れ
な

か
っ
た
10
万
人
の
死
に
つ
い
て

詳
し
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
部
は
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
像
「
東
京
裁
判
と
南
京
―
大

き
な
溝
を
乗
り
越
え
る
」
が
上

映
さ
れ
、
東
京
裁
判
や
南
京
大

虐
殺
の
証
言
な
ど
の
実
映
像
が

あ
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
１
月
半
ば
の
こ

と
で
す
。
自
宅
近
く
を
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
中
、
遠
く
か
ら
太
鼓
の
音
が
聞
こ

え
て
き
ま
し
た
。
音
の
方
に
目
を
や

る
と
真
っ
赤
な
大
き
な
も
の
が
二
つ

上
下
に
揺
れ
て
い
ま

す
。
も
し
か
し
た
ら

と
！
と
駆
け
寄
る
と

青
空
駐
車
場
の
一
角

で
10
人
近
い
若
者
が

中
国
獅
子
舞
の
練
習

を
し
て
い
た
の
で
す
。

「
見
せ
て
も
ら
っ
て

も
い
い
で
す
か
！
」

と
声
を
か
け
る
と
再

び
太
鼓
や
鐘
に
合
わ

せ
て
二
体
の
獅
子
舞

を
演
じ
て
く
れ
ま
し
た
。
二
人
で
息

を
合
わ
せ
一
体
の
獅
子
を
巧
み
に
動

か
し
華
麗
に
舞
う
。
力
強
く
、
時
に

は
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
足
の
動
き
。
立
ち

上
が
る
と
優
に
２
メ
ー
ト
ル
は
超
え

勇
壮
感
た
っ
ぷ
り
。

堺
市
の
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
中

国
か
ら
の
帰
国
者
が
多
く
（
※
）
自

宅
近
く
の
府
立
成
美
高
校
に
は
帰
国

者
２
，
３
，
４
世
達
が
学
ん
で
い
ま

す
。
学
校
に
は
20
数
年
前
か
ら
「
春

暁
」
倶
楽
部
が
あ
り
ま
す
。
中
国
文

化
の
よ
さ
を
地
域
に
広
め
日
中
の
懸

け
橋
に
な
る
た
め
に
中
国
獅
子
舞
、

龍
お
ど
り
な
ど
を
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

で
披
露
し
て
い
ま
す
。
以
前
私
も
見

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
若
者
達
は
倶
楽

部
の
OB
で
結
成
さ
れ
た
大

阪
龍
獅
団
の
メ
ン
バ
ー
。

コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン
ト
が

で
き
な
い
中
、
１
月
18
日

に
愛
媛
県
の
企
業
の
式
典

で
披
露
す
る
と
の
こ
と
。

喜
ん
で
練
習
に
励
ん
で
い

る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
南
方
獅
子
を
使
い

北
方
獅
子
の
動
き
を
合
わ

せ
て
い
る
こ
と
や
、
お
祝
い
の
儀
式

に
つ
い
て
若
者
の
一
人
が
熱
心
に
説

明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
年
は
日
中
国
交
正
常
化
50
周
年
。

一
年
の
ス
タ
ー
ト
を
た
っ
た
一
人
の

観
客
に
、
汗
だ
く
で
演
じ
て
く
れ
た

若
者
た
ち
か
ら
、
友
好
の
絆
と
元
気

と
福
を
も
ら
い
ま
し
た
。

（※
堺
市
在
住
中
国
人
昨
年
末
で

４
６
５
７
人

堺
市
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

（
浅
田
美
奈
子
）

中
河
内
支
部
は
「
太
平
記
と
河

内
の
歴
史
」
を
テ
ー
マ
に
、
１
月

23
日
年
金
者
組
合
と
合
同
学
習
会

を
７
名
で
行
い
ま
し
た
。
太
平
記

に
登
場
す
る
楠
木
正
行
が
戦
死
し

た
四
条
畷(

縄
手)

は
ど
こ
か
？
な

ぜ
明
治
時
代
に
建
て
ら
れ
た
四
条

畷
神
社
に
祀
ら
れ
て
い
る
の
か
？

そ
こ
に
は
明
治
政
府
の
国
家
神
道
、

富
国
強
兵
、
戦
争
へ
の
道
が
・
・
・

講
座
感
想

（
小
部
修
）

「
な
ぜ
い
ま
『
太
平
記
』
な
の
か
？

浜
さ
ん
に
よ
る
と
、
東
大
阪
が
楠

正
成(

大
楠
公
１
２
９
４
～
１
３
３

６
年)

と
深
い
関
わ
り
が
あ
り
、
地

名
や
墓
や
碑
、
そ
し
て
寺
社
な
ど

多
く
の
文
化
財
や
資
料
が
残
っ
て

い
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
を
紐
解
い

て
い
く
と
、
さ
ら
に
、
飛
鳥
時
代

(

５
９
２
～
７
１
０
年)

に
ま
で
関

わ
っ
て
く
る
の
で
、
ま
さ
に
こ
れ

は
、
遠
い
過
去
か
ら
未
来
に
続
く

『
悠
久
の
ロ
マ
ン
』
で
は
な
い
か
！

冷
静
に
歴
史
を
見
れ
ば
、
日
本

に
限
ら
ず
古
今
東
西
、
人
間
社
会

で
は
、
弱
肉
強
食
の
権
力
争
い
と

殺
し
合
い
の
繰
り
返
し
で
も
あ
っ

た
。
ま
た
、
地
球(

宇
宙)

の
安
全

と
平
和
を
お
び
や
か
し
て
き
た
こ

と
も
事
実
で
あ
る
。
『
秀
吉
の
朝

鮮
侵
攻
～
日
中
戦
争
～
太
平
洋
戦

争
』明

治
政
府
な
ど
の
時
の
権
力(

支

配
者)

に
と
っ
て
、
都
合
の
い
い
歴

史
観
へ
の
厳
し
い
検
証
・
批
判
も

含
め
、
正
し
い
歴
史
観
と
科
学
性

に
基
づ
い
た
学
び
と
探
求
が
い
ま

求
め
ら
れ
て
い
る
。

現
在(

現
代)

は
、
過
去
か
ら
未

来
へ
の
『
架
け
橋
』
だ
と
思
う
。

そ
の
現
代
に
生
き
て
い
る
こ
と
に

喜
び
と
生
き
甲
斐
を
味
わ
い
な
が

ら
、
少
し
で
も
住
み
よ
い
社
会
を

築
く
た
め
に
も
、
み
ん
な
で
手
を

携
え
な
が
ら
、
生
き
て
い
き
た
い

も
の
で
す
ね
。
」

支
部
で
は
２
月
26
日
に
四
条
畷

の
古
戦
場
を
歩
き
ま
す
。
菜
の
花

太
極
拳
の
参
加
も
年
金
者
組
合
ニ
ュ
ー

ス
で
呼
び
か
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

中
国
語
講
座
も
合
同
開
催
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
会

員
拡
大
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

（
浜
正
幸
）

若
者
た
ち
か
ら
友
好
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

第
三
の
中
国
共
産
党
歴
史
決
議
の
特
徴

府
連
副
会
長

山
本
恒
人

浜
支
部
長
を
講
師
に

太
平
記

合
同
学
習
会

②

「
中
国
の
特
色
あ
る
社
会
主
義
の
新
時
代
」

を
牽
引
す
る
習
近
平
総
書
記

東
京
裁
判
と
南
京

上
映
と
講
演
ト
ー
ク

１
月
30
日
北
ス
ポ
ー
ツ
で
、

陳
式
簡
化
太
極
拳
の
練
習
会

を
行
な
い
ま
し
た
。
前
半
は

20
名
の
参
加
者
が
、
陳
式
簡

化
太
極
拳
上
達
の
た
め
の
基

礎
を
繰
り
返
し
練
習
。

後
半
は
陳
式
簡
化
太
極
拳

の
第
１
段
を
、
型
を
追
っ
て

順
次
練
習
し
、
陳
式
独
特
の

基
本
動
作
を
丁
寧
に
指
導
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

次
回
は
２
月
13
日
で
す
。

陳
式
上
達
の
秘
訣

上
達
す
る
に
は
、
何
度
も

繰
り
返
し
が
必
要
で
す
。
ダ

メ
な
動
作
を
繰
り
返
す
ほ
ど
、
駄

目
に
な
る
「
努
力
反
比
例
」
と
言

う
事
も
あ
り
ま
す
。

「
太
極
拳
は
習
う
の
は
や
さ
し
い

が
改
め
る
の
は
難
し
い
」
と
よ
く

言
わ
れ
ま
す
。
「
正
し
く
や
っ
て

い
る
つ
も
り
」
が
意
外
と
多
い
い

も
の
で
す
。
小
さ
な
事
で
も
「
や
っ

て
る
つ
も
り
」
を
発
見
し
た
ら
、

喜
ん
で
、
自
分
で
創
意
工
夫
し
て

「
脳
」
に
正
し
い
動
作
を
お
し
え

て
「
身
に
付
け
」
ま
し
ょ
う
。

小
さ
な
こ
と
の
連
続
に
喜
び
を

感
じ
る
こ
と
が
上
達
の
秘
訣
で
す
。

（
恒
岡
正
勝
）
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